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小児循環器領域における home monitoringの有用性
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【背景】外来診療において限られた時間内で，かつワンポイントで病態の全貌を把握することは多大な制約があ
る． Home monitoringは，同じ条件下で日常の変動を捉えることが可能であり，詳細な病態把握に有用である可
能性がある． 
【目的】心不全患者における home monitoringの有用性を検討する． 
【方法】当院外来フォローアップ中の心不全患者10名を対象に，在宅での連日定時（起床時、眠前）の血圧，心
拍数（ HR）を測定し，記録してもらった．記録から HR－平均血圧（ MAP）関係， HR－脈圧（ PP）関係を解析
した． 
【結果】個々の症例において特有な HR-MAP関係， HR-PP関係を呈し，健常人とは異なるパターンを示す症例が
多かった．高血圧患者における ARB投与では，外来の測定では明らかなにならなかった MAPの有意な低下を捉え
ることが出来た．この変化は HR-PP関係は変化せずに， HR-MAP関係式の傾きはそのままで下方移動し，動脈弾
性（コンプライアンス）より末梢血管抵抗に作用した変化を的確に捉えることが可能であった．また、 Fontan術
後患者では，患者自身が夜勤時には定常の HR-MAP関係から逸脱した値を呈し，客観的に生活指導することに有
用であった．このような HR-MAP関係を逸脱する日常での変化は，他の患者でも発熱など感染症罹患時にも認め
られた．一方， HR-MAP関係以外にも，心不全治療の強化により HR変動や血圧変動が生じるようになり，自律神
経改善の効果が示された． 
【考察】 Home monitoringは外来診療では捉えられない微細だが重要な変化を捉え，正確な病態把握や客観的な
介入を可能とすると考えられた．


